
印刷して学生
みなさんで

お読みください！

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。
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APU COOP

生協ハロウィンイベント
取り組み概要
日時：2023/10/31 12:00~18:30
場所：APU COOPショップ、食堂、パシ
フィックカフェ
参加者数や組合員の反応：
145人（国際生の割合も高かった）

POINT.1

ハロウィンに合わせて企画された今回のイベントですが、『ただハロ
ウィンを楽しむ』だけに留まらない企画になっていました。

共済・リリパック・学生委員の認知度UPのために、参加者が問題に
答えながら生協施設を巡る、ハロウィンクイズラリーを開催しました。

クイズラリーの参加者にお菓子を配ったり、学生委員が仮装をしたり、
ハロウィンという行事を全力で楽しんだうえで、生協ならではの要素
をプラスしました。

行事を楽しむ…だけじゃない！

POINT.2

APUは学生の約半数が、日本語以外を母国語とする国際学生です。

そのため、国際学生にも楽しんでもらえるように、ポスターや配布物
すべてに英語訳を記載しました。

企画の説明も英語で行うため、事前にマニュアルや台本が用意されて
いました。丁寧な準備のおかげで、当日の負担が削減されていました。

国際学生も楽しめる準備！

概要：
共済、リリパック、学生委員会に関するクイズ
に答えるクイズラリーを行いました。
共済の企画をやってみたいという学生委員メン
バーの想いからはじまった企画でした。

ご質問や[QBK NEWS]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 小沼桜輔 ] 

Onuma.Ousuke@univ.coop

POINT.3

クイズラリーの他にも、学内の弦楽器サークルによるコンサート
と、ハンドメイドの雑貨やお菓子を扱う学外の方々によるフリー
マーケットも開催されました。

協力してくれた団体とは昨年行った企画からのつながりがあり、
学内外の団体との継続的な協同を行うことができています。

学内や地域の団体の活躍の場を作ることができている点が、大学
生協の理想的なかたちで素敵です。

学内外の団体との協同！
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[ 健康と安全 ]

▲タヌローの集客効果がすごかったそうです！

英語でリリパックの説明をしていました！▼

企画を通して店舗や食堂に多くの方が訪れました
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